
　
　
　
　
　
国
文
学
会
彙
報

中
世
に
於
る
民
衆
文
学
の
真
意

　
－
コ
キ
リ
コ
踊
を
中
心
に
－

つ
れ
づ
れ
草

昼
言
へ
の
一
考
察

　
　
　
大
名
狂
言
を
中
心
に
し
て
ー

好
色
五
人
女

世
阿
弥
に
つ
い
て

好
色
五
人
女

歌
垣
と
民
謡
の
杜
会
性

好
色
五
人
女
考
察

泉
鏡
花
論

　
　
　
「
鏡
花
ロ
マ
ン
」
の
特
質
に
つ
い
て
１

「
長
恨
歌
」
と
「
桐
壷
」
巻

宮森村西ト
ノ

東福中

角
日上

野郷
田鳴

出弘政徳淳

石
本
思

繁
　
村
勝

瞠子ヒ
、
フ

申イ昭健昭一義
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．
・
投
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規
定
く
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〉
，
、
。
～
．
．
一
そ
．
■
・
．
、
二
一
．
～
．
．
〉
：
一
．
〈
．
．
．
．
、
、
．
．
、
．
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

１
　
　
国
文
学
会
機
関
誌
「
同
志
社
国
文
学
」
は
、
会
員
諸
氏
の
研
究
発
表

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
の
場
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
進
ん
で
御
投
稿
下
さ
い
。
枚
数
は
四
百
字
原

一
稿
用
紙
三
十
枚
～
四
十
枚
・
第
二
号
・
切
は
八
月
一
一
十
日
・
た
だ
し
掲
！

、
載
論
文
の
数
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
論
文
の
採
択
は
編
集
委
員
、

グ
　
会
に
一
任
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

．
・
で
・
．
・
一
、
．
．
．
・
！
・
、
・
．
、
・
：
・
ノ
・
．
．
・
、
．
・
二
２
・
，
，
（
．
．
二
２
・
．
，
．
（
，
．
：
〉
・
．
二
く
．
．
．
・
）
．
．
，
〈

第第

一二

第
三

条条条

第
四
条

第
五

同
志
社
大
学
国
文
学
会
会
則

条

一
六

　
第
一
章
　
総
　
　
則

本
会
は
同
志
社
大
学
国
文
学
会
と
称
す
る
。

本
会
は
国
文
学
・
国
語
学
及
ぴ
国
語
教
育
の
研
究
を
目
的
と
す

る
。本

会
の
会
員
は
同
志
杜
大
学
国
文
学
専
攻
に
属
す
る
左
記
の
も
の

と
す
る
。

１

９
一

３４５

専
任
教
員

学
部
在
学
生

大
学
院
在
学
生

学
部
卒
業
生

大
学
院
率
業
生

但
し
、
特
に
入
会
を
希
望
し
、
評
議
員
会
の
認
め
た
も
の
は
会
員
に

　
　
　
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
会
の
事
務
所
を
同
志
社
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
に
お
く
。

　
　
第
二
章
事
　
　
　
業

本
会
の
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
左
記
の
事
業
を
行

　
う
。

　
　
１
　
研
究
会
の
開
催

　
　
２
　
講
演
会
の
開
催



第
六
条

第
七
条

第
八
条

第
九
条

第
十
条

第
十
一
条

　
３
　
機
関
誌
の
発
行

　
４
　
研
究
上
必
要
な
調
査
・
見
学

　
５
　
そ
の
他
、
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

　
第
三
章
組
織
及
ぴ
役
員

会
長
は
会
を
代
表
す
る
。
会
長
は
専
任
教
員
の
互
選
に
よ
る
。

評
議
員
会
は
総
会
に
準
ず
る
議
決
機
関
で
あ
る
。

評
議
員
の
選
出
は
左
記
に
よ
る
。

　
１
専
任
教
員
　
　
　
　
全
員

　
２
学
部
在
学
生
　
　
一
部
　
　
十
二
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
部
　
　
　
四
名

　
３
　
大
学
院
在
学
生
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
４
学
部
卒
業
生
　
　
　
　
　
二
名

　
５
　
大
学
院
卒
業
生
　
　
　
　
　
　
　
一
名

但
し
、
４
・
５
項
に
つ
い
て
は
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る

常
任
委
員
会
は
会
務
の
企
画
、
立
案
、
執
行
に
当
る
。

常
任
委
員
の
選
出
は
左
記
に
よ
る
。

　
１
　
専
任
教
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
名

　
２
　
学
部
在
学
生
（
二
部
生
一
名
）
　
五
名

　
３
　
大
学
院
在
学
生
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
４
　
学
部
及
ぴ
大
学
院
卒
業
生
　
　
各
一
名

但
し
、
４
項
に
つ
い
て
は
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

会
計
監
査
は
二
名
と
し
、
評
議
員
会
が
委
嘱
す
る
。

　
国
文
学
会
彙
報

第
十
二
条

、
第
十
三
条

第
十
四
条

第
十
五
条

第
十
六
条

第
十
七
条

第
十
八
条

第
十
九
条

第
二
十
条

第
二
十
一
条

役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
、
、
但
し
、
再
選
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

第
三
条
の
各
項
の
全
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
第
四
章
総
　
　
　
会

総
会
は
本
会
の
最
高
の
決
議
機
関
で
あ
る
。

総
会
の
開
催
は
左
記
に
よ
る
。

　
１
　
定
期
総
会
は
年
一
回
こ
れ
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
、

　
２
　
臨
時
総
会
は
評
議
員
会
又
は
常
任
委
員
会
が
必
要
と
認
め

　
　
　
た
時
、
こ
れ
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
３
　
会
員
の
五
〇
名
の
要
請
が
あ
れ
ぱ
、
臨
時
総
会
を
開
か
ね

　
　
　
ば
な
ら
な
い
。

総
会
は
出
席
会
員
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。

総
会
の
議
決
は
出
庸
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
成
立
す
る
。
可
否
同

数
の
場
合
は
議
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。

　
第
五
章
会
　
　
　
計

本
会
の
会
費
は
年
額
二
五
〇
円
と
す
る
、
、

本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
一
日
よ
り
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
迄
と

　
す
る
。

　
第
六
章
補
　
　
　
則

本
会
則
の
改
正
は
総
会
に
お
い
て
出
席
会
員
の
三
分
の
二
以
上
の

同
意
を
要
す
る
。

　
本
会
則
の
発
効
は
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七


	同志社大学国文学会会則



